
同志社大学 良心学研究センター主催 公開シンポジウム 
 

21 世紀の教育に 

求められているもの 
 
教育は「人を育てる」という普遍的な目的を持つ一方で、時代によって、その強

調点は大きく変化してきました。富国強兵のスローガンのもと、国家に役立つ人

材が求められた時代から、グローバル人材の育成を求められる現代まで、教育に

期待される内容も時代によって多様です。では、21 世紀の初頭に生きる私たち
は、教育を通じて、どのような人を育て、どのような社会を目指すのでしょうか。 
 

● 日時：2016年6 月1 日（水）16:40 ─ 18:30 

● 場所：同志社大学 今出川キャンパス 

     同志社礼拝堂 

● 講演： 

  位田隆一（滋賀大学 学長） 
 
 
	 司会：小原 克博（同志社大学 神学部 教授、良心学研究センター長） 

 コメンテーター： 

    内山 伊知郎（同志社大学 心理学部 教授、同志社小学校 校長） 

    木原 活信（同志社大学 社会学部 教授） 

 

■ 問い合わせ	 同志社大学	良心学研究センター 

	  E-mail : rc-csc@mail.doshisha.ac.jp	 	 http://ryoshin.doshisha.ac.jp 
良心を世界に─良心を覚醒させる知の連携と知の実践	 良心学研究センターは、現代

世界における「良心」を考察し、その応用可能性・実践可能性を探求することを通じて、学際

的な研究領域として「良心学」を構築し、さらにその成果を国内外に発信し、新たな学術コミ

ュニティを形成することを目的としています。 

同志社大学 良心学研究センター主催 公開シンポジウム 
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講師略歴 

 
 

位田 隆一（いだ りゅういち） 

 
 
国立大学法人滋賀大学長	 68歳	

1948年	 兵庫県姫路市生れ	

1972年	 京都大学法学部	卒業	

1976年	 京都大学法学部助手	

1981年	 岡山大学法学部助教授、	

1984年	 京都大学法学部助教授	

1986～88年	 フランス・パリ第2大学留学（ＤＥＡ）	

1986年	 京都大学教授	

1999～2005年	 文部省学術国際局・文部科学省研究振興局科学官(併任)	

2005～2008年	 日本学術会議会員(第20期)(併任)	

2012年	 京都大学名誉教授、同志社大学特別客員教授、滋賀大学監事	

2015年	 （公財）国際高等研究所副所長	 	

2016年	 滋賀大学長	

元来の専攻は国際法・国際機構法で、特に南北問題を扱う「開発の国際法」を中心に、国際社会の変動

に対する国際法規範の変容を研究。1996年より8年間ユネスコで国際生命倫理委員会委員（’98より委

員長）として国際的生命倫理規範の形成に携り、生命倫理の道に。これまで、多くの国際的な場で生命

倫理の議論に参画している。国内でも、クローン、ゲノムや再生医療等、様々な生命倫理問題の議論や

ルール作り、審査等に関与してきた。一昨年から	ＷＨＯでエボラウィルス疾患問題の倫理専門家。一昨

年、昨年と「良心学」講義で科学技術の良心を担当。2002年に生命倫理の功績によりフランス学術教育

勲章騎士章。	
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21世紀の教育に求められるもの 

 
位田 隆一 

 
はじめに 
「教育」とは 
	 	 「人作り」の状況 
	 	 	 社会の中の教育	 ⇔	 一人の人間の成長としての教育 
 
１．わが国の教育の来し方 
	 	 江戸時代からの教育レベルの高さと社会における科学技術 
	 	 明治維新以来の富国強兵 
	 	 第二次大戦後の戦後復興と発展 
 
２．「21世紀」とは？そこにおける「教育」とは？ 
（１）日本の状況 
	 	 	 科学技術の進歩、経済発展優先の社会 
	 	 	 人文社会科学の軽視と衰退 
（２）「グローバル化」とは？ 
 
３．21世紀教育の試み 
（１）人文社会科学の復興 
	 	 たこつぼ型と大風呂敷型 
	 	 研究室の中の学問から社会の中の学問へ 
	 	 問題解決型、提言型学問へ 
（２）文理融合 
	 	 文理融合の仕方 
	 	 	 これまでとこれから 
	 	 	 文の意識と理の意識 
	 	 真の文理融合とは 
（３）良心学 
	 	 「良心」とは？：個人の良心と集団の良心 
	 	 科学技術における良心 
	 	 「良心を学問する」とは？ 
 
むすびにかえて 
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良心学研究センター主催 公開シンポジウムのご案内 
 

	 ■ 6月 14日（火）16:40-18:40、今出川キャンパス 同志社礼拝堂 
  「難民問題──世界の良心に呼びかける」 

【講師】小尾 尚子（国連難民高等弁務官(UNHCR)駐日事務所副代表） 
【コメンテーター】内藤 正典（同志社大学大学院 グローバル・スタディーズ研究科 教授） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 ハルドゥーン・フセイン（同志社大学大学院 神学研究科 博士後期課程学生） 
【後援】国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所 

	 ■ 6月 21日（火）16:40-18:30、京田辺キャンパス 言館チャペル 
「自然科学と新島襄」 

【講師】大鉢 忠（同志社大学 理工学部 名誉教授） 
【コメンテーター】和田 元（同志社大学 理工学部 教授）、林田 明（同志社大学 理工学部 教授） 

	 ■ 7月 16日（土）13:00-15:00、今出川キャンパス 神学館 3階 礼拝堂 
「キリスト教主義大学における建学の精神──関西学院大学における取り組み」 

【講師】神田 健次（関西学院大学 神学部教授） 
【コメンテーター】横井 和彦（同志社大学 経済学部 教授、キリスト教文化センター長） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 原 誠（同志社大学 神学部 教授） 
 

	 ※良心学研究センターが主催した過去のシンポジウムの配付資料や動画は、すべてウェブサイト 
	 	 （http://ryoshin.doshisha.ac.jp）やYouTubeで公開されています。ぜひ、ご覧ください。 

 


